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２０１４年 ２月号 

 

 

 

 

主  題 

クラブ会長     大田 厚三郎 「思いをひとつにして、クラブの活性化をはかろう」     

国際会長      Ｐoul V．Thomsen（デンマーク）「全ての世界に出て行こう」（Go Ye Into All The World） 

アジア地域会長  岡野泰和（日本：大阪土佐堀）「未来を始めよう、今すぐに」（Start Future Now） 

西日本区理事   高瀬稔彦(岩国みなみクラブ)「志をもって例会に参加し、学びの機会を持ちましょう。」 

六甲部部長    山田滋己（神戸ポートクラブ）「さらなる交流  さらなる国際 さらに活発な六甲部へ」 

 

【強調月間 １月】 TOF・CS・FF 

ひとりひとりの思いやりの心が大きな実を結びます。献金にご協力ください。 

2013/2014年度、TOF-GPFより、10の新しいプロジェクトが資金提供を受けることになりました。ボリビア、

チリ、エクアドル、インド、スリランカ、ザンビア、ケニアの 7 ヶ国のさまざまな事業に皆様からの献金が使わ

れています。西日本区では現在までに CS 資金による支援が 9 件、FF 資金による支援が 1 件決定されて

おり、有意義な活用がなされています。あなたの思いやりの心が大きな実を結び、未来を担う子どもや若

者に希望を与えているのです。          地域奉仕・環境事業主任 生雲 文枝（大阪なかのしまクラブ） 

 

【今月の聖句】  『マタイによる福音書 25 章 37-40 節』 

正しい人たちが王に答える。 

『主よ、いつわたしたちは、飢えておられるのを見て食べ物を差し上げ、のどが渇いておられるのを見て

飲み物を差し上げたでしょうか。いつ、旅をしておられるのを見てお宿を貸し、裸でおられるのを見てお着

せしたでしょうか。いつ、病気をなさったり、牢におられたりするのを見て、お訪ねしたでしょうか。』そこで、

王は答える。『はっきり言っておく。わたしの兄弟であるこの最も小さい者の一人にしたのは、わたしにしてく

れたことなのである。』 

 

２月例会案内  ★ＴＯＦ例会です。 

日  時：２月 １８日（火） １９：００～  場所：神戸ＹＭＣＡ本館４階（旧サイコー亭） 

     内  容   講話  「あなたは、ジンバブエを知っていますか？」 

             講師  正岡 茂明氏（神戸いのちの電話事務局長他） 

                  →当日は、ジンバブエ国の映像を使用してお話されます。 
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今 後 の 日 程 

◆２月事務例会（２月２５日（火）１９：００～２０：００、神戸ＹＭＣＡ本館５階、５０３会議室） 

 

◆３月例会（３月１８日（火）１９：００、神戸ＹＭＣＡ本館４階、旧サイコー亭） 

   太西 裕二会員の福祉講話「スウエーデンの福祉事情」 

     ＊このたび、スウエーデンの福祉事情を、実地調査されました。 

 

◆３月事務例会（４月１日（火）１９：００～２０：００、神戸ＹＭＣＡ本館５階、５０３会議室） 

 

◆お花見会ー有志会員、希望者（４月５日（土）、場所未定） 

 

◆４月例会（４月１５日（火）１９：００、神戸ＹＭＣＡ本館４階、旧サイコー亭） 

   （予定）講話「里親制度の国際比較」（仮称）  講師 橋本氏（家庭養護者促進協会事務局長） 

      ・献金 

 

◆４月事務例会（４月２２日（火）１９：００～２０：００、神戸ＹＭＣＡ本館５階、５０３会議室） 

 

 

ＢＦ「使用済み切手」回収のお願い 

◆ 使用済み切手を集めます。毎月の例会時に封筒のままご持参下さい。また、ご関係各所にＢＦの趣

旨をご理解いただき、ご協力いただけるようお声かけをお願いいたします。 

◆本ブリテンは、例会当日、封筒のままご持参下さい。それだけで、出席者数分の使用済み切手が回

収できます。 

◆使用済み切手の締め切りは、２月末（送付先到着分）です。２月例会終了後発送致しますので、まだ 

お手元に使用済み切手がある方は、必ずご持参下さい。 

◆使用済み切手につきましては、国内・国外に分けて頂き、切手の周囲を５ミリほど残して、台紙をカット

して頂く必要があります。例会時までに処理可能な方はお願い致します。間に合わない場合は、その

まま（処理せずに）で結構です。少しでも多くの切手を集めたいと思いますので、ご協力お願い致しま

す。 

 

六甲部・他クラブ 周年行事等の案内 

 

◆ 西日本区次期会長・主査研修会（３月８－９日。新大阪 チサンホテル ） 

 

◆ 六甲部第２回評議会（３月１５日（土）、神戸ＹＭＣA ） 

 

◆ 熊本にしクラブ ５周年記念例会  （２０１４年４月１２日（土）） 
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お知らせ 

 

◆ 理事通信より（一部抜粋） 

 

＜後期半年報 集計結果＞  

後期半年報の数値が確定いたしました。２０１４年１月１日現在８５クラブ 、１６０９名です。前期半年報

対比５名増ですが前年同期比では２９名減です。  

 

＜後期区費払い込みのお願い＞ 

後期半年報に基づき各クラブへ請求書と「払込取扱票」が送付されます。 納付期限は２月１５日です。

よろしくお願いいたします。  

 

＜奈良傅賞 候補者の推薦＞  

奈良傳賞は、「永年にわたり多くのワイズメンより敬愛され、かつワイズメンの鑑とみなされる有為の人材」

を表彰し、日本ワイズの創始者 奈良 傳 の名を後世に残すものです。今年度の奈良傳賞受賞者審査

に際しまして、同賞に相応しいワイズメンをご推薦いただきたくお願いを申し上げます。推薦に関しまして

は、要領をご覧いただきご考慮の上、ご推薦をお願い致します。 被推薦者の資格は、「西日本区奈良

傳賞資格審査委員会規則」によります。 ロースター（Ｐ.３１）第７条を参照してください。  

 

提出期限（期限厳守！）2014年2月28日（金）郵送にて、  

送付先 〒740-0023 岩国市川下町3-8-52-3 西日本区理事 高瀬稔彦 宛  

期限までに必着するようにお送りください。  

 

＜次年度における次々期理事候補者の推薦について＞ 

このほど西日本区定款第８条にしたがい次年度における次々期理事候補者等指名委員会が構成され、

次年度における次々期理事候補者について立候補を募ることとなりました。指名委員会は、標題の件に

関しましてここに告示いたします。クラブで立候補される方がおられる場合は、次の要領にしたがって立候

補届出の手続きを頂きますようにご案内申上げます。  

 

立候補者の資格 西日本区役員（分割前の日本区を含む）の経験がある方  

届出の方法 「立候補届出書」・「会長の推薦状（書式自由）」をご提出下さい  

届出先 指名委員会 委員長 浅岡 徹夫  

〒523‐0058 滋賀県近江八幡市加茂町８８７－１６  

期 限 2014年3月22日（土）までに必着のこと  

 

提出期限は上記の通りでございますが、事務手続き上３月８日(土)迄に御提出下さいます様、お願い

申し上げます。 
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＜献金にご協力下さい＞ 

締め切りは3月15日（入金確認）です。ご協力をお願いします。 締め切り日以降は表彰対象になりませ

んからご注意下さい。 

□ ＹＭＣＡサービス・ユース献金 1人あたり 2,000円  

□ 地域奉仕・環境献金 1人あたり 1,500円  

□ ＴＯＦ（Time of Fast）献金 1人あたり 1,200円  

□ ＦＦ（Family Fast）献金 1人あたり 800円  

□ ＢＦ（Brotherhood Fund）献金 1人あたり 1,400円  

□ ロールバックマラリア 1人あたり 800円  

□ YES（Y’s Extension Support）献金 １人あたり 180円  

□ 東日本大震災復興支援 1人あたり 1,200円  

□ ＪＷＦ（Japan West Y’s Men’s Fund）献金 1口5,000円以上  

□ ＥＦ（Endowment Fund）ＰＷＡＦ 1口ＵＳ＄120以上  

□ 使用済み切手は2月末日までに到着のこと。  

 

 

＜スケジュール＞  

 

3 月 8～ 9日   次期会長・主査研修会  

3 月16日(日)    東日本大震災復興支援フォーラム  

14:00～     会場：大阪南ＹＭＣＡ2Ｆ 参加費無料  

基調講演 環境大臣政務官 浮島とも子氏（予定）  

4 月 5日(土)   京都キャピタルクラブ３０周年記念例会 

4 月12日(土）   熊本にしクラブ５周年記念例会 

4 月 19～20 日  西日本区第 3 回役員会、第 1 回準備役員会  

4 月 26日(土)   熊本スピリットクラブ加盟認証状伝達式  

5 月 11日(日)   京都めいぷるクラブ３０周年記念例会  

15:00～     会場：ウエスティン都ホテル京都 会費：10,000円  

5月17日(日)     熊本ヤングクラブ５周年記念例会  

6月7日(土)      第17回東日本区大会  

会場：浅草公会堂・浅草ビューホテル  

6月14～15日    第17回西日本区大会  

会場：シンフォニア岩国・岩国国際観光ホテル  

7月6日（日）     和歌山紀の川クラブ３０周年記念例会  

会場：ホテルグランヴィア和歌山 会費：10,000 円 
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会計からのご連絡 

 ＊例会時に会費の納入をお願いします。 

 ◎ 郵便振込もできますのでご利用下さい。会費についてのご相談は、大田厚三郎ワイズまで 

   記号 １４３３０  番号 ８０４６７０１ 口座名義 神戸西ワイズメンズクラブ 

 

「神戸ＹＭＣＡマンスリーレポート」から関係分抜粋 

  

新しい年を迎え、神戸 YMCA も新しい歩みを進めています。事のほか寒い 1 月ですが、神戸 YMCA では寒

さに負けず新年度の準備を進めているところです。ノロウィルスの集団感染やインフルエンザの流行も大きく

報道されています。多くの子どもたちを預かる YMCA ですので、充分に対策と配慮を行い、プログラムや日々

の活動を行なっています。「冬来たりなば春遠からじ」と言います。春はすぐにやってきますので、今は冬の

寒さを楽しみたいものです。大きな変化を迎える年、2014 年も皆様のご支援、ご指導をよろしくお願い申し

上げます。12 月～1 月の出来事をご報告いたしますので、お目通しください。 
 
１．台湾・高雄 YMCA 創立 50 周年記念式典、出席 
 神戸 YMCA のパートナーYMCA の一つである台湾・高雄 YMCA の創立 50 周年記念式典が去る 12 月 27
日（金）に開催され、水野が出席させていただきました。高雄 YMCA はスイミング、幼児教室、高齢者介

護が主たるプログラムで、スタッフも少なく、厳しい運営が続けられてきましたが、最近、他の YMCA の

応援も受け、事業が回復基調にあるということでした。大きなレストランで開催された式典では約 250 名

のゲストが円卓を並べるというスタイルで、若いボランティアが元気にパフォーマンスする姿に希望を感じ

ました。席上、神戸 YMCA とのパートナー締結 30 年を記念したパートナー再締結のセレモニーも行なわ

れました。今後も交流を続けていきますので、その活動に注目ください。 
 
２．新春 YY フォーラム、開催 
 恒例のワイワイフォーラムが、去る 1 月 11 日（土）に開催され、90 名以上の方々が参加されました。今

年もワイズメンズクラブ六甲部と共催で、ユース委員会が中心となって、ユースリーダーも巻き込み準備し

てくださいました。今年のテーマは「SNS」で、その意味は「さぁ、飲んでしゃべろう！」ということで、

ワールドカフェ形式で多くの人と自由に語り合う時をもつことができました。その中で、YMCA での人と

人の出会い、交わり、つながりを体感することができたのではないでしょうか。新春にふさわしい肩の凝ら

ない楽しいひと時でした。準備くださった皆さんに感謝いたします。 
 
３．新センター工事進捗と三宮再開発進捗 
 昨年 11 月に着工した脇浜の新センターの建設は順調に工事が進んでいます。ほぼ地盤改良や基礎工事が

終盤となり、まもなく鉄骨の組み上げが始まろうとしています。3 月頃になると建物の骨組みが見えるよう

になるのではないかと思います。近くに行かれたら、工事の進捗をご覧下さい。 
 一方、三宮新会館については、現在、公益財団法人の理事会・評議員会において、必要な事項について協

議と決議がなされているところですが、会館の上層部を使っていただく協働事業者の選定のプロセスに入っ

ているところです。協働事業者と共に新しい会館の規模や形状を決めていくことになりますが、4～5 月頃

には、そのイメージが固まるものと思われます。新会館が建設されるまで、カレッジと本部事務局は新神戸

アベニューの 2 階にスペースをお借りして業務を行なうことになりました。カレッジは 4 月に、本部事務
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局は 6 月以降に移転する予定です。移転に伴い、不便をお掛けしますが、皆さんのご理解とご協力をよろし

くお願いします。 
 

４．19 年目の阪神淡路大震災 
 1 月 17 日（金）に 19 回目の震災の日を迎えました。神戸 YMCA としては特別なイベントは行ないませ

んでしたが、それぞれの思いを持って 1.17 を迎えられたことだと思います。現在の神戸市民の 42％は震災

を知らない人が住民となっていると伺いました。19 年でこうも変わるのかと正直、驚かされましたが、伝

え続けなければならないことであり、来年の 20 年では YMCA としても何かできれば、と思っています。 
 当時、神戸 YMCA は自ら被災しながらも、西神戸（長田）、三宮、西宮に救援本部を置き、多くのボラ

ンティアの参画と参加を得て、様々な活動をしました。当初半年で 52000 人のボランティアが YMCA で活

動したと記録されています。救援物資配布、給水、炊き出し、弁当配布、臨時診療所、心のケア、臨時保育、

生活ボランティア、アルコール依存症者ケアなど、これらの活動はある時には行政と協力し、ある時には行

政とけんかしながらも地域の方々のための奉仕活動であり、「その時、新しい生き方が始まった」と語られ

ました。神戸 YMCA 関係者で 20 名の方が天に召され、今も追悼の気持ちを忘れないでいたいと思います。 
 
５．今後の予定    
１）神戸 YMCA・憲法を知る集い Vol.2 

今回は「憲法ってそもそもなに？」という基本的な問いについて、人権の歴史を紐解きながら、分かり

やすくお話しくださいます。高校生の気分で考えてみませんか？ 
日 時：２月２５日（火）午後７時～８時３０分 
場 所：神戸 YMCA チャペル 
進 行：阿部 俊さん（啓明学院中高教諭・神戸 YMCA 常議員） 
    中尾秀一さん（難民事業本部・神戸 YMCA 常議員、国際委員長） 
参加費：無料 
主 催：神戸 YMCA 国際委員会・ミッション委員会・ユース委員会 

 

 

『独り言・・・。』  

◎ 暦の上では立春を迎えました。(^_^) 

◎ しかしながら先日の大雪。まだまだ寒い日が続きます(^^;) 

◎ 三田市にほど近い我が家近隣では、約１５㎝も雪が積もりました。 

◎ 折しも土曜日。近所のパパたちは、お子さんと一緒に雪だるまやかまくらを作っていました。 

◎ 残念ながら、楽しそうな風景を横目に仕事に出かけました。が・・・。 

◎ 高速はもちろん通行止め。 

◎ 冬タイヤが常識の地域。装備は万全。職場までの雪道ドライブを楽しみました。 

◎ 『新神戸トンネルを抜けると、そこは南国だった・・・。』 

◎ 風が強く寒さは厳しいものの、雨が降る天気。 

◎ 六甲の表と裏で、こうも違うものなんですね。 

◎ 『春は名のみの 風の寒さや』 皆様、ご自愛下さい。 

 


